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8,107百万円
(44.4%)

10,166百万円
(55.6%)

4.5%減
（前年同期比）

3.6%増
（前年同期比）

セグメント別
売上高構成比

第149期
（第2四半期（累計））

第151期
（第2四半期（累計））

第150期
（第2四半期（累計））

第149期
（第2四半期（累計））

第151期
（第2四半期（累計））

第150期
（第2四半期（累計））

9,8169,666 10,166
8,4858,338 8,107

（百万円） （百万円）

第148期
（平成26年3月期）

第149期
（平成27年3月期）

第151期
（平成29年3月期）

第147期
（平成25年3月期）

第150期
（平成28年3月期）

第148期
（平成26年3月期）

第149期
（平成27年3月期）

第151期
（平成29年3月期）

第147期
（平成25年3月期）

第150期
（平成28年3月期）

第148期
（平成26年3月期）

第149期
（平成27年3月期）

第151期
（平成29年3月期）

第147期
（平成25年3月期）

第150期
（平成28年3月期）

第148期
（平成26年3月期）

第149期
（平成27年3月期）

第151期
（平成29年3月期）

第147期
（平成25年3月期）

第150期
（平成28年3月期）

第2四半期（累計） 通期 第2四半期（累計） 通期 第2四半期（累計） 通期 第2四半期（累計） 通期

4,873

1,6762,405

5,000
（予想）

2,723

3,218

1,897

3,400
（予想）

1,682

2,6822,817

3,920

2,003
1,421

2,256

4,731

2,767

5,000
（予想）

2,787
1,938

2,638

1,668

3,804

1,389

18,302

36,618

18,274

38,000
（予想）

18,004

37,120

17,662 18,103

34,778 36,186

1,297

2,460

1,012 903

1,6671,723

売上高 （百万円） 営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円） 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （百万円） 

主要な事業内容 会社名
酸化チタン、微粒子酸化チタン、
微粒子酸化亜鉛、表面処理製品、
赤外線遮蔽酸化チタン、
光触媒用酸化チタン等の製造、販売

当社
テイカ商事㈱

主要な事業内容 会社名
界面活性剤、硫酸、
無公害防錆顔料、
導電性高分子薬剤、
エレクトロ・セラミックス製品
等の製造、販売
化学工業薬品等の輸送、保管

当社
テイカ倉庫㈱
テイカ商事㈱
ティーエフティー㈱
テイカM&M㈱
TAYCA（Thailand）Co.,Ltd.
TAYCA（VIETNAM）CO.,LTD.

■ 酸化チタン関連事業
▶�汎用用途の酸化チタンは、
国内の塗料・インキ向けの
販売が堅調に推移し、販売
数量、売上高ともに前年同
期を上回る。

▶��機能性用途の微粒子酸化チ
タンは売上高が円高の影響
を受け前年同期並みにとど
まるも、表面処理製品は化
粧品向けが好調に推移し、
販売数量、売上高ともに前
年同期を上回る。

■ その他事業
▶��界面活性剤は、日用品向け
が概ね順調に推移し、販売
数量は前年同期を上回る。
タイの連結子会社の販売
数量は前年同期を上回る
も、円建ての売上高は前年
同期を下回る。

▶��無公害防錆顔料は売上高が前年同期
を下回るも、導電性高分子薬剤はコン
デンサ向けが好調に推移し、売上高は
前年同期を上回る。

▶��エレクトロ・セラミックス製品、倉庫
業ともに、売上高は前年同期を上回る。

株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を
賜り、厚く御礼申し上げます。
当社は平成28年9月30日をもちまして、第151期の第2
四半期連結累計期間を終了いたしましたので、ここに営業
の概況をご報告申し上げます。

平成28年12月

代表取締役社長

名木田　正男

売上高 売上高

　株主の皆様への利益還元を充実させるため、当期
の中間配当金は1株当たり6円とさせて頂きました。
年間配当金（平成29年3月期）

トップメッセージ

中間
6円

期末
6円（予定）

合計
12円（予定）

■���タイの連結子会社の売上高が為替の影響により円建てで前
年同期を下回ったものの、機能性製品の販売が好調に推移
したこと等により、売上高は微減ながら、利益は増加。

当第2四半期連結累計期間における業績のポイント

Top Message セグメント別の概況 Operating Results

■ 連結財務ハイライト
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大阪地区〈大阪工場〉

岡山地区 〈岡山工場、熊山工場、熊山工場 長船分工場〉

生産工場

Vol.6

テイカの事業について、わかりやすくテイカ博士がご紹介します。
第6回は、当社の4つの「生産工場」です。

生産力
 「大阪・岡山・熊山工場」編

特 集

岡山工場（敷地面積：175,000㎡�）
所在地：岡山県岡山市東区西幸西1072

熊山工場（敷地面積：21,000㎡�）
所在地：岡山県赤磐市小瀬木50-1

熊山工場 長船分工場（敷地面積：9,300㎡�）
所在地：岡山県瀬戸内市長船町長船1239-1 

当社製品群 オレンジ色文字：大阪地区にて製造
緑色文字：岡山地区にて製造

※エレクトロ・セラミックス製品は岡山工場でも一部生産

機能性製品

汎用製品
硫酸

界面活性剤

表面処理製品

導電性高分子薬剤

リン酸塩

エレクトロ・
セラミックス製品※

酸化チタン

微粒子酸化亜鉛

光触媒用酸化チタン

微粒子酸化チタン

赤外線遮蔽酸化チタン

岡山県

岡山工場

熊山工場
長船分工場

熊山工場

大阪府大阪工場

テイカ博士

界面活性剤や硫酸などを生産しています。
　1920年（大正9年）に稼働を開始した大阪工
場は、木津川と木津川運河に挟まれた港湾隣接
地にあり、船舶輸送に適していることから、利便
性にも非常に優れています。
　同敷地内には研究所が配置されており、研究所
と工場が連携を取りながら、製品開発や量産化を行う体制を構
築しています。

界面活性剤：家庭用洗剤、シャンプー
硫酸：肥料、医療品、染料
エレクトロ・セラミックス製品：超音波エコー

大阪工場の主な製品、用途

大阪工場（敷地面積：61,000㎡�）
所在地：大阪市大正区船町1-3-47

大阪府1拠点、岡山県3拠点で当社製品はつくられています。
　1920年（大正9年）に当社は大阪工場を建設し、鉛室式硫酸の製
造を開始しました。その後、硫酸を基礎材料に酸化チタン、界面活性
剤へと製造の範囲を拡げてきました。
　現在は、界面活性剤・硫酸関連製品を大阪工場で、酸化チタン関
連製品を岡山工場、熊山工場、熊山工場�長船分工場で生産してい
ます。

酸化チタンや表面処理製品などを製造しています。
　1942年(昭和17年)に稼働を開始した岡山工場は、吉井
川河口の水門湾隣接地に位置し、大阪工場と同様に船舶輸
送に適しており、利便性にも非常に優れています。
　熊山工場�長船分工場は、岡山工場で生産した微粒子酸
化チタンなどの無機粒子の表面処理を行う専用工場とし
て、1996年(平成8年)に
稼働を開始しました。そ
の後、需要の増加に伴い、
2006年(平成18年)に熊
山工場が稼働を開始し、
2015年（平成27年）には
熊山工場の敷地内に第2
工場を新たに建設してい
ます。

硫酸部門は関西地
区における数少ない
メーカーとして、多
様化するニーズに応
じて製品の特殊化を
推進しています。

化粧品用途の微粒子酸化チタン
等の製品は、業界に先駆け、国際
的な製造品質管理基準である「原
薬ＧＭＰ」に基づく管理体制のもと、
生産を行っています。

岡山県三大河川の一つで
ある吉井川に沿って3つの
工場が配置されています。

酸化チタン：塗料、グラビアインキ
微粒子酸化チタン：化粧品（UVケア、ファンデーション）

表面処理製品：化粧品、記録材料（トナー添加剤）

岡山工場の主な製品

熊山工場の主な製品

43



売上高
18,302

売上高
18,274

営業利益
2,767

経常利益
2,723

特別利益
22

税金等調整前四半期純利益
2,706 親会社株主に

帰属する
四半期純利益
1,897

営業外収益
112

営業外費用
155営業利益

2,256
経常利益
2,405 親会社株主に

帰属する
四半期純利益
1,676

売上原価
販売費及び一般管理費 

法人税、住民税
及び事業税
法人税等
調整額
非支配株主に
帰属する
四半期純利益

791

12,828
2,678

40
特別損失

POINT
営業利益

国内外での新規市場の開拓や既存顧客との
取引拡大など積極的な販売活動を推進する
とともに、製造原価の低減、経営全般にわたる
効率化を推進し、収益性の向上に取り組み、
営業利益は前年同期に比べ増加しました。

△0

17

資産合計（総資産）は、原材料及
び貯蔵品・受取手形及び売掛金
は減少しましたが、現金及び預
金・投資有価証券の増加により、
前期末に比べ24億5千7百万円
増加しました。負債合計は、支払
手形及び買掛金の増加により、
前期末に比べ2億4千8百万円増
加しました。純資産合計は、為替
換算調整勘定は減少しましたが、
利益剰余金・その他有価証券評
価差額金の増加により、前期末に
比べ22億9百万円増加しました。

資産及び
負債・純資産合計

POINT

11,896

52

8,499

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

8,540
現金及び預金

11,558

47

9,787

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

10,943
現金及び預金

資産合計
48,198

資産合計
50,655

流動資産
27,749

流動資産
29,261

固定資産
20,449

固定資産
21,393

負債・
純資産合計
48,198

負債・
純資産合計
50,655

負債
13,853

純資産
34,344

純資産
36,553

流動負債

固定負債

8,267

5,834

流動負債

固定負債

8,156

5,696

株主資本

その他の包括
利益累計額   

非支配株主持分

30,649
 

3,505

189

株主資本

その他の包括
利益累計額

非支配株主持分

32,310
  

4,060

183

負債
14,101

事 業 年 度
定時株主総会基準日
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
3月31日
3月31日
9月30日
6月下旬
1,000株

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502　
大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社�
大阪証券代行部
電話0120-094-777（通話料無料）

電子公告
公告掲載URL　
http://www.tayca.co.jp/
（ただし、電子公告により行うことが
できない事故、その他のやむを得ない
事由が生じたときは、日本経済新聞に
公告を掲載いたします）

東京証券取引所　市場第1部

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数
大株主

150,000,000株
51,428,828株

3,798名

設 立
資 本 金
従 業 員
事 業 内 容

役 員

大正8年12月
9,855,953,999円
478名
各種化学工業薬品の製造、販売（酸化チタン、
界面活性剤、硫酸、微粒子酸化チタン、表面処理
製品、無公害防錆顔料ほか）

株主名 所有株式数（千株）
三井物産株式会社 3,568
三菱商事株式会社 3,260
KBL�EPB�S.A.�107704 3,153
山田産業株式会社 2,940
みずほ信託銀行株式会社退職給付信託みずほ銀行口
再信託受託者資産管理サービス信託銀行株式会社 2,018

株主メモ

代表取締役会長 清 野 　 學
代表取締役社長 名 木 田 　 正 　 男
常 務 取 締 役 山 崎 博 史
常 務 取 締 役 辺 見 武 志
取 締 役 池 上 　 毅
取 締 役 戸 澤 正 明
取 締 役 西 野 雅 彦
取 締 役 田 中 　 等
取 締 役 尾 　 㟢 　 ま み こ
常 勤 監 査 役 岡 田 功 勝
常 勤 監 査 役 宮 崎 　 晃
監 査 役 山 田 裕 幸
監 査 役 山 本 浩 二

（注）�取締役�田中�等、尾㟢まみこの各氏は、社外取締役であります。常勤監査役�岡田功勝
ならびに監査役�山田裕幸、山本浩二の各氏は、社外監査役であります。また、当社
は株式会社東京証券取引所に対して田中�等、尾㟢まみこ、山田裕幸、山本浩二の各
氏を独立役員とする届出書を提出しております。

（注）当社は、自己株式4,195千株を保有しておりますが、上記には含めておりません。

株式の状況  （平成28年9月30日現在）

会社概要  （平成28年9月30日現在）

（ご注意）
1.��株主様の住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきま
しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）
で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等
にお問い合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）では
お取り扱いできませんのでご注意ください。
2.��特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまして
は、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上
記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合せく
ださい。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店でもお取り次ぎいた
します。
3.�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支
　払いいたします。

株式の状況 / 会社概要 Stock Information  / Corporate Profile

  連結損益計算書の概要  （単位：百万円）

前第2四半期（累計）
平成27年4月1日〜平成27年9月30日

当第2四半期（累計）
平成28年4月1日〜平成28年9月30日

前期末
平成28年3月31日現在

前期末
平成28年3月31日現在

当第2四半期末
平成28年9月30日現在

当第2四半期末
平成28年9月30日現在

四半期連結財務諸表 Consolidated Financial Statements

連結貸借対照表の概要  （単位：百万円）

65



http://www.tayca.co.jp/

テイカ 100周年へ

あの日あの時 第7回

本印刷物は、FSC®認証紙と植物油インキを使用
しています。

1981年10月、
大阪工場で縮合リン酸塩の製造開始
　1981年(昭和56年)10月、生産能力が月産25トンの縮
合リン酸塩の製造工場を竣工しました。現在は、環境規制
に対応する環境対応型防錆顔料(塗料などの錆止め用途)を
中心に展開しています。

創立六十周年記念祝賀会 於：ホテルプラザ 
（1979年11月27日）

　当社は1919年（大正8年）12月22日、硫酸と過燐酸肥料
を主製品とする帝国人造肥料株式会社として創立され、1979年

（昭和54年）をもって創立六十周年を迎えました。
　これを記念して行われた11月27日ホテルプラザ（大阪）と
11月29日ホテルオークラ（東京）の祝賀会では、関係者への
謝恩の意を表しました。また、従業員に対しては、11月28日に
記念品・祝儀を支給しました。

1979年11月、
創立六十周年の記念祝賀会を開催

縮合リン酸塩製造工場（K工場）竣工式
（1981年11月15日）


